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2011年　灘中高新校舎建設工事
2012年　あべのハルカス建設工事
2013年　大阪本店　技術部

■青年技術者のことば

昨年、ドイツの建設機械の展示会

と建設現場を見学する機会があっ

た。その際、建設作業員のワーク

ライフバランスの確保とととも

に、重労働作業を機械化している

ことを目のあたりにした。国内で

欧米のような労働環境を実現しよ

うとすると日本の技術レベルの高

い作業員もが納得できるものでな

くてはならない。私は今、建設機

械・ロボット開発の業務に携わっ

ているが、機械の開発には、作業

の段取り、職人の技や経験の部分

が失われないような技術とする必

要があると感じている。

開発した技術により、生産性の向

上を実現し、働き方のあり方、建

設現場の環境を改善し、これまで

のネガティブなイメージを払しょ

くしたい。その結果として、女性

や若者が建設業に携わりたいと思

える、もっとクリーンで夢がある

業種にしたい。

最終的には、開発した機械・技術

により、建設業の『3K』を「きつ

い・汚い・危険」というものでな

く、本来建設業が持ち合わせてい

る「感動・感謝・貢献」に換えら

れるような建設機械技術者となれ

るように挑戦を続けていきたい。
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建築生産における生産性・安全性向上への挑戦

近年は大型地震が頻発し、施工中の
地震に対する安全確保が建設業界の
課題となっている。また、建物の地
震対策は急速に進んでおり、地下階
に深いピットを必要とせず、敷地の
制約を受けにくい等のメリットから
建物の中間階に免震構造を有する建
物が増加している。従来工事用エレ
ベータを設置するには、マストをフ
ロアごとに壁つなぎで固定させるた
め、地震が発生した際に免震層の上
下で過大な変形が生じ、エレベータ
を損傷させる恐れがあった。免震層
の層間変位に対して工事用エレベー
タの安全を確保する必要があった。

・対策立案
今回、建物とエレベータマストの間
に縦流し材(H型鋼)を設け、マスト
支持間隔は従来の間隔内に納めつつ、
建物と縦流し材の支持間隔を大きく
することで、建物変位を吸収する方
式である「建物支持間隔拡張方式」
を考案した。

・実施計画
当該方式を実現するため、工事用エ
レベータの設置・クライミング・縦
流し材及び壁繋ぎの計画を行った。
組立時壁つなぎに縦流し材の自重が
作用し、鉛直方向について壁つなぎ
強度が不足するため、壁繋ぎ形状を

プレートから溝形鋼に変更した。加
えて組解体・クライミング時にそれ
ぞれ 1日ずつ作業日数が増えてしま
うことが判明したため、壁つなぎ
材・縦流し材をユニット化して組み
立てる方式を採用した。

・成果
中間階免震建物に工事用エレベータ
を設置する場合に、地震により大き
な層間変位が生じてもエレベータマ
ストが損傷しない「当該方式」を考
案し、解析によってエレベータマスト
が十分な耐力を有することを確認し、
大阪市内の作業所にて実適用した。

図1　 中間階免震建物における従来の工事用エレベータ設置方法と建物支持間隔拡張方
式での地震時挙動
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●中間階免震建物における工事用エレベータ設置方式の開発

建設業の数ある職種の中でも、コン
クリート床打設工事に従事する作業
員の不足が深刻な問題になっている。
コンクリート床打設工事においては、
昼休みもろくに確保できずに作業を
することや、日をまたぐほど遅くま
で作業を行い次の日は朝一から作業
に入ること、重量物を振り回し、腰
を屈めての作業が長時間続くことな
ど非常に厳しい環境が常態化してい
る。
現状の課題を把握すべく、これまで
行われている床仕上げ工事における
「打設」、「均し」、「押え」の各工程の
作業内容の調査をした上で最新の機
械化施工技術を導入した。

・実施内容
①打設工程
従来使用しているコンクリートを充

填させるためのバイブレータは電源
コードが邪魔になり作業性が悪いこ
とに注目した。そこでバックパック
式エンジンバイブレータ(写真 2 )を
導入することで、従来 1台のバイブ
レータ作業にコードを介錯する作業
員を含め 2～ 3名必要であったもの
を、 1名のみで作業できるようにし
た。
②均し工程
従来はレーザーレベルによって、ポ
イントごとにレベルを確認しながら
均し作業を行っていたが、ミニスク
リード(写真 3 )という床レベルを自
動的に均一にする機械を用いて、作
業の省力化と、床精度(±7mm以上の
不陸の割合)の50％向上を両立させる
ことができた。
③押え工程
従来はハンドトロウェルを振り回し

ての作業であったが、最新式の比較
的軽量である騎乗式トロウェル(写真
4 )を導入した。実プロジェクトにお
いて、従来のハンドトロウェルとの
比較を行ったところ、施工面積が800
㎡以上ある場合には、施工能率が向
上することを確認できた。

・成果
バックパック式エンジンバイブレー
タ、ミニスクリード、軽量型騎乗式
トロウェルを導入し、施工法の改善
を行うことにより、省人化・品質向
上の効果を確認することができた。
私は今後も、さらなる床打設工事全
体での省人化の実現に向けて改善・
推進活動を行っていく。現在は、さ
らなる省人化を実現できる技術の開
発を行っており、左官工事の改革を
必ず実現させることを決意している。

●コンクリート床打設工事における機械化施工技術の適用

写真1　縦流し材設置状況

写真 2　 バックパック式エンジンバイブ
レータ使用状況

写真 3　ミニスクリード使用状況 写真 4　小型騎乗式トロウェル使用状況
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